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8.3

17.2

36.1

5.0

15.2

6.3

5.6

1.7

4.6

9.4

24.3

30.2

6.0

14.0

4.7

3.8

3.0

4.7

法律や制度上の見直しを行い、性別による差別につながるものを改めること

男女の固定的な役割分担についての社会通念、習慣、しきたりを改めること

男性も女性もお互いをパートナーをして理解し、協力すること

子供の時から家庭や学校で男女平等について教えること

男性も女性も対等に仕事と家庭の両立ができるようなサービスの充実を図ること

男性も女性も積極的に経済力保持、知識・技術の習得などの向上を図ること

行政や企業などの重要な役職など女性の少ない分野に、一定の割合で女性を登用

する制度を採用・充実すること

その他

（無回答）

女性（n=303） 男性（n=237）

無回答

（％） 

７ 男女共同参画の推進に対する施策について         

１ 社会のあらゆる分野にバランス良く積極的に参加していくために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女ともに、【男性も女性もお互いをパートナーとして理解し、協力すること】、次いで
【男女の固定的な役割分担についての社会通念、習慣、しきたりを改めること】、【男性も
女性も対等に仕事と家庭の両立ができるようなサービスの充実を図ること】が高くなってい
ます。  

 【その他】を選択した方の意見 

  ・夫婦別性。 

  ・「差別」はあってはならないが、性差や個性による「差別」があるのは、ある程度

やむを得ないのではないか。 

  ・周囲の理解。 

  ・女性自身の意識改革も必要。 

  ・参画しやすい仕組みを整える。 

  ・何が男女平等なのかを教える（男女平等とはどういうことか）。 

  ・性別にとらわれず、あらゆる分野に興味を持つこと。 

  ・人種、生物的に女性の方が家の事に目が届くかといって、男性が家の事をやらない

のはと別である。 

  ・夫婦共働きで、裕福に幸せな家庭を築きたかったから。 

  ・共働きの方が世帯収入が増えるから。 

  ・育児のための短時間労働などの充実。 

  ・法律や行政や企業に文句を言う前に、他力に頼らず自律すること。 

  ・人間としては平等は必要だが、子育て時期は性差がつきまとうため平等という条件

は厳しい。性差を考慮する必要がある。 

  ・個々の考え方がみんなそれぞれだから、それを共有するのはできないと思う。自分

自身で見分けをつけていくしかないのかと。 
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2.9

14.9

20.1

25.5

77.5

80.0

47.5

10.9

25.6

47.6

45.5

35.3

29.1

34.4

23.0

32.2

11.5

9.6

20.5

38.4

48.3

40.4

39.1

37.9

64.2

45.3

50.6

36.4

6.2

5.3

27.1

44.9

20.9

7.6

10.5

22.0

3.8

5.5

6.2

6.0

4.9

5.1

4.9

5.8

5.3

4.4

4.9

4.7

川島町男女共同参画によるまちづくり条例

男女共同参画社会

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

セクシュアル・ハラスメント

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

デートＤＶ（交際相手からの暴力）

男女共同参画社会基本法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する

法律（ＤＶ防止法）

育児休業・介護休業法

男女雇用機会均等法

短時間勤務制度

（％） 
全体（n=550） 

 

 

 

２ 男女共同参画に関する社会の動きや言葉の認知度 

 

 

 

 

 

 

 【セクシュアル・ハラスメント】、【ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）】は、内容
を知っている割合が高くなっています。しかし、その他については、内容を知っている割合
が低くなっています。 

内
容
を
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
は
知
ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  ・家庭の仕事に対して、社会に出てるのと同様にパートナーが理解してくれることが

大事だと思う。 

  ・小さいことから（学校を含め）男女の平等な参画状況を作っていく。 


